
 
 小学校との連携では、様々な教科・単元で博物館の持つ「資料」や「人」との出会いを

通じた授業実践がおこなわれている。それらの多くは学校の教員からの提案や電話での問

い合わせからはじまることが多い。 
2008 年度に西城山小学校の川端健一先生が行った『長崎再発見』は、博物館見学と長崎

さるく（市内史跡めぐり）を関連づけた事例である。例年、西城山小学校では長崎の歴史

文化全体のイメージを捉えさせる目的で当館の見学をおこなっていたが、午後に長崎さる

くで回る見学地に焦点をあてた当館の見学に切り替え、長崎の過去と現在をつなぐ授業を

実践した。本事例は現在、多くの学校が参考にする実践である。 
また中学年の活用の仕方として、長崎市立西山台小学校の中山美加先生は、博物館の「施

設や公共性」に着目した「公共のマナーについて学ぶ」「バリアフリーについて学ぶ」とい

う実践をおこなった。同じく中山先生の実践としては社会科見学で博物館の周辺施設の見

学時に、博物館を昼食会場として利用し見学の時間を確保している。これも新たな博物館

の利用方法の一つであると思う。 
 また移動博物館や出張授業など博物館以外での連携活動も当初は協力校、パートナーズ

プログラム参加者を対象におこなっていた。 
 学校として移動博物館を最初に活用したのは晴海台小学校の梅林一城先生である。晴海

台小学校は 1 月に 6 年生の見学、2 月初旬に全学年を対象とした移動博物館、2 月中旬に 5
年生の見学をおこなうことで、博物館見学の事前・事後学習として移動博物館を位置づけ

た。 
出張授業は晴海台小学校の西村慎一郎先生の発案によって始まった。総合的な学習と社

会科の単元で 2 日間、2 時間ずつ出張授業をおこなった。社会科の学習以外での博物館との

連携や、授業時の当館研究員と教員との役割分担などの提案は、その後の出張授業の指針

ともなっている。 
 また 2011 年度には西海市立瀬戸小学校の福田浩久先生は、出張授業を歴史学習の導入と

して捉え、資料の読み解きや、体験用に資料に触れたり、匂いをかいだりすることをとお

して、歴史学習の楽しさをこどもたちに伝え、歴史への興味関心を高める授業を実践して

いる。 
 小学校との連携では、授業（見学）でこどもたちに何を学んで欲しいことや、期待する

効果について、学校の教員と当館研究員とが共通のイメージを描くことが、何より重要で

あると考えている。 
「協力校、パートナーズプログラム」の活動が教員と研究員とのコミュニケ－ションを

育む場として作用しており、提案や打ち合わせなどを気軽におこなうことができる環境が

整っていることが、さまざまな実践事例を生む原動力の一つとなっているように感じてい

る。 
（当館教育普及グループ 研究員 下田幹子） 
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